
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

10月 ほけんだより 

10月 10日は目の愛護デー 

            目を大切に 

 生まれたときは明暗を感じる程度の子どもの視力が、大人並みに 1.0

くらいになるのが、6 歳頃と言われています。 

乳幼児期は、子どもの目が最も育つ時期。この機会に、子どもの「目」

の健康を改めて見直してみましょう！ 

「見る力」を育てるポイント 

明るさ、暗さのメリハリある生活を！ 

  日中は光を浴び、夜は暗くして眠る。 

広い空間で体と目を動かす機会を！ 

  全身運動は眼球、視神経、脳の発達を促す。 

いろいろなものを見る体験を！ 

  止まっているもの動いてるもの、小さなもの大きなもの、遠くに

あるもの、近くにあるものなど、いろいろなものを見る体験が目に

良い刺激になる。 

みなさんは毎日、鏡に映った自分の目を見ますか？ 

朝、ばっちり目は開いていますか？ 

みなさんが手に入れている情報の約 80％が目から入っています。 

起きている間、ずっと働いてくれている目って、すごいと思いませんか？ 

視野についても子どもの目は大人と大きく異なります。 

保健室前に幼児視野体験メガネがあります。子どもの視野の狭さを体験し

てください！ 

感染状況 

  1 日(木) 5 歳   発育測定 

  2 日(金) 0.1 歳  発育測定 

5 日(月)  4 歳    発育測定 

  6 日(火) 3.4.5 歳 尿検査 

  7 日(水) 3 歳  発育測定 

  8 日(木) 2 歳  発育測定 

3.4.5 歳児対象に、尿検査があります。 

検査の容器を前日の 10 月 5 日(月)にお渡しします。 

5 日、6 日欠席される予定の方はお知らせください。 

八尾市立東山本わかばこども園 2026 年 

インフルエンザの流行がやってきている！ 

インフルエンザの予防接種が

はじまります 
  

予防接種には、注射と点鼻薬の２種類のタイプ

があります。点鼻には対象年齢などがあります。

予防接種の特性を知って、早めに接種を受けま

しょう。 

  

・注射は２回の接種が必要 

 小さな子どもは免疫がつき

にくいため、２回の接種が必

要です。効果を十分に上げる

ためには、１回目の接種と２

回目の接種の間は４週間開け

るとよいと言われています。 
・効果が十分に出るのは２回目接

種から約 2 週間 

・効果は約 5 か月間持続する 
10 月中に 1 回目の接種を 

(9 月 1 日～9 月 24 日) 

アデノウイルス 3人  手足口病 1人 

溶連菌 2 人 

突発性発疹 1 人 

 


